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経
済
産
業
省
は
北
海
道
電
力
か
ら
家

庭
向
け
料
金
値
上
げ
申
請
を
受
け
、
審

査
専
門
委
で
検
討
し
、
17
・
03
％
か
ら

15
・
33
％
と
す
る
と
認
可
し
た
。
北
電

は
記
者
会
見
で
、
泊
原
発
が
再
稼
働
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
料
金
を

下
げ
る
と
発
言
し
た
。
さ
ら
に
、
太
陽

光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
電
力
購
入
契
約
を
中
断
す
る
と
決
め

た
。
原
発
再
稼
働
を
正
当
化
す
る
狙
い

だ
。
安
倍
政
権
や
電
力
会
社
の
都
合
で

原
発
再
稼
働
す
る
の
は
許
さ
な
い
。
北

電
は
、
道
民
が
指
摘
す
る
「
脱
原
発
」

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
き
だ
。

22日㈬　�連合北海道「第５回北海道労働福祉講
座」（札幌市）

24日㈮　�秋期闘争要求書集中提出日（自治労第
一次全国統一行動日）

　　　　�2014連合中央女性集会・自治労参加者
集会（～ 25日、東京）

　　　　�自治体退職者会北海道本部第31回定期
総会（札幌市）

28日㈫　第４回執行委員会（札幌市）
29日㈬　連合北海道第27回年次大会（札幌市）

１日㈯　道本部障労連総会（札幌市）
２日㈰　旭川市長選告示日

10月

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

全道４カ所で開いた賃金担当者会議。206人が参加した＝10月７日、札幌市

歌を交えて訴える加藤登紀子さん 熱心に耳を傾ける参加者

さようなら原発北海道集会に3500人

　

集
会
後
は
、
雨
の
影
響
で

デ
モ
行
進
は
中
止
に
な
っ
た

が
、「
泊
原
発
の
再
稼
働
反

対
」「
大
間
原
発
の
建
設
を
中

止
せ
よ
」「
幌
延
へ
の
核
持
ち

込
み
反
対
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
上
げ
た
。

ス
ト
と
し
て
参
加
し
、「
福
島

第
一
原
発
事
故
の
原
因
究

明
、
復
興
の
め
ど
が
立
た
な

い
な
か
で
、
な
ぜ
『
原
発
は

安
全
だ
』
と
言
い
切
れ
る
の

か
理
解
で
き
な
い
。
原
発
再

稼
働
は
論
外
」
と
訴
え
た
。

セ
ン
タ
ー
名
誉
医
院
長
は

「
安
倍
首
相
は
、
原
発
輸
出

条
件
の
密
約
と
し
て
①
事
故

に
な
っ
た
ら
日
本
が
全
部
賠

償
責
任
。
②
お
金
も
融
資
。

③
使
用
済
み
核
燃
料
棒
は
日

本
が
引
き
取
る
と
い
う
と
ん

で
も
な
い
話
が
さ
れ
て
い

る
。
政
府
が
進
め
る
『
イ
ン

チ
キ
』に
気
付
い
て
ほ
し
い
。

正
し
い
知
識
で
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
考
え
よ
う
」
と
訴
え

た
。

　

上
田
札
幌
市
長
は
特
別
ゲ

　

道
本
部
は
10
月
７
～
10

日
、「
賃
金
担
当
者
会
議
」
を

４
ブ
ロ
ッ
ク
（
道
央
、
札
幌

市
）（
道
南
、
北
斗
市
）（
道
東
、

帯
広
市
）（
道
北
、
旭
川
市
）

に
分
け
て
開
き
、
全
道
か
ら

１
３
１
単
組
・
総
支
部
、
９

単
協
（
消
防
協
）
か
ら
２
０

６
人
が
参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
、
道
本
部
の
櫛

部
賃
金
労
働
部
長
が
、「
①
２

０
１
４
人
事
院
勧
告
と
賃
金

確
定
闘
争
の
重
点
課
題
」
と

し
て
、
勧
告
内
容
の
解
説
と

単
組
交
渉
の
留
意
点
に
つ
い

て
、「
②
新
た
な
人
事
評
価
制

度
の
対
応
」
と
し
て
、
改
正

地
公
法
の
解
説
と
国
家
公
務

員
に
お
け
る
制
度
運
用
に
つ

い
て
、
ま
た
道
本
部
第
56
回

定
期
大
会
第
４
号
議
案
「
当

面
の
闘
争
方
針
」
で
確
認
さ

れ
た
方
針
に
つ
い
て
提
起
・

解
説
し
た
。

ま
た
、
藤
盛
・
道
本
部
副
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
・
ま
と
め

で
、
改
め
て
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
の
問
題
点

と
そ
の
目
的
を
全
体
で
確
認

し
、「
２
０
１
４
給
与
改
定
の

差
額
を
年
内
支
給
さ
せ
る
こ

と
」
、「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
に
つ
い
て
は
今
確
定

闘
争
で
妥
結
せ
ず
、
断
固
反

対
し
て
い
く
」
と
意
思
統
一

し
た
。

　

道
本
部
は
、
10
月
24
日
の

要
求
書
一
斉
提
出
日
と
あ
わ

せ
た
時
間
外
職
場
集
会
を
皮

切
り
に
、
賃
金
確
定
闘
争
の

た
た
か
い
を
す
す
め
る
。
確

定
闘
争
勝
利
に
む
け
、
全
単

組
・
総
支
部
の
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
も
う
！

終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

麻
田
信
二
・
北
海
道
生
活

協
同
組
合
連
合
会
会
長
は

「
電
力
会
社
は
原
発
再
稼
働

を
容
認
す
れ
ば
電
気
料
金
を

下
げ
る
と
言
っ
て
い
る
。
原

発
は
火
力
・
水
力
に
比
べ
て

コ
ス
ト
が
高
い
。『
原
発
は
再

稼
働
し
な
い
』
と
高
橋
知
事

や
北
電
は
行
動
し
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
と
転
換
す
る
べ

き
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

西
尾
正
道
・
北
海
道
が
ん

　

呼
び
か
け
人
を
代
表
し

て
、
小
野
有
五
・
北
海
道
大

学
名
誉
教
授
は
、「
核
廃
棄
物

が
無
害
に
な
る
に
は
10
万
年

も
の
時
間
が
か
か
る
。
人
間

の
文
明
が
で
き
た
の
は
た
っ

た
５
０
０
０
年
前
。
人
類
に

10
万
年
も
の
間
、
原
発
を
管

理
で
き
る
と
い
う
こ
と
自
体

お
か
し
い
。
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
一
刻
も
早
く
大

間
・
泊
を
止
め
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん

は
、
歌
を
交
え
な
が
ら
、「
原

発
で
生
み
出
さ
れ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
こ
の
世
に
誕
生
し

て
か
ら
、
た
か
だ
か
十
数
年

し
か
経
っ
て
い
な
い
。
私
た

ち
の
世
代
で
、
核
の
時
代
を

　

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
は
10
月
４
日
、
大
通
西
８

丁
目
で
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
再
稼
働
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
た
。

　

集
会
に
は
、
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
上
田
文
雄
札
幌
市
長
ら
が
参

加
し
、
国
や
北
電
、
道
の
姿
勢
を
批
判
し
、
原
発
の
な
い
社
会
の
実
現
を
訴
え
た
。

集
会
当
日
は
雨
模
様
だ
っ
た
が
、労
働
組
合
や
市
民
ら
約
３
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

約3500人が参加し、「原発再稼働中止」「大間原発建設中止」「幌延新地層研究センターへの核廃棄物持ち込み反対」を訴えた

原
発
は『
政
府
の
イ
ン
チ
キ
』

「
再
稼
動
」は
論
外

「
給
与
改
定
」年
内「
総
合
的
見
直
し
」先
送
り

10
月
24
日
は
要
求
書
一
斉
提
出
日
・
時
間
外
職
場
集
会

2014
確定闘争

大いなる飛躍

を
推
せ
ん
決
定
し
て
い
ま
す
。

自
治
労
道
本
部
は
、10
月
１
日
の
第
２
回
執
行
委
員
会
で

西
川
ま
さ
ひ
と
さ

ん

11月９日は旭川市長選

＝西川まさひとさんの略歴＝
【1968年】
　旭川市で生まれる
【1993年】
　�日本航空（株）にパイロット
訓練生として入社

【1999年】
　日本航空退社
【2006年】
　旭川市長選挙で初当選
【2010年】
　旭川市長選挙で再選

み
ん
な
の
旭
川

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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９
月
の
青
年

部
総
会
で
青
年

部

長
に

就

任

し
、
10
月
か
ら

は
道
本
部
専
従

の
任
に
つ
き
、

半
月
が
経
ち
ま

し
た
。
現
在
、

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

や
人
事
評
価
制
度
の
導
入
な

ど
、
青
年
層
に
も
大
き
く
影

響
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
員
削
減
に

と
も
な
う
業
務
量
増
加
に
よ

り
、
時
間
外
勤
務
が
増
加
し
、

職
場
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

新
規
採
用
者
や
異
動
者
に
対

し
て
即
戦
力
と
し
て
の
働
き

を
求
め
、「
心
の
病
」
に
な
る

仲
間
が
増
え
て
い
る
現
状
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
運
動
の
原
点
は
「
職

場
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
起
き

て
い
る
実
態
を
掴
み
、
仲
間

と
討
論
す
る
な
か
か
ら
、
運

動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
青

年
部
最
大
の
獲
得
目
標
で
あ

る
「
組
織
強
化
」
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
自
分

た
ち
の
課
題
は
自
分
た
ち
で

解
決
す
る
」
と
い
う
強
い
思

い
を
持
っ
て
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
む
け
、
全
道

の
多
く
の
仲
間
と
学
習
・
交

流
を
は
か
り
、
自
分
自
身
も

多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と

思
い
ま
す
。
全
道
の
組
合
員

の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
斉
藤　

信
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

色
彩
の
知
識
を
学
び
、
職
場
実
態
を
交
流
し
た

＝
９
月
13
日
、
札
幌
市

【
石
狩
地
方
本
部
発
】
９
月

13
日
、
自
治
労
会
館
で
「
女

性
交
流
集
会
」
を
開
き
６
単

組
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
、
女
性
部
幹
事
が
「
今

ま
で
組
合
行
事
に
出
た
こ
と

の
な
い
人
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
集
会
づ
く
り
」
を
心
が

け
て
テ
ー
マ
を
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
は
「
色
の
チ
カ
ラ

で
マ
イ
ナ
ス
５
歳
？
～
好
感

度
ア
ッ
プ
の
色
彩
活
用
術
」

と
題
し
て
講
座
を
開
き
ま
し

た
。

　

色
彩
の
基
本
的
知
識
を
学

ん
だ
後
は
、
グ
ル
ー
プ
で
実

践
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
の

紙
を
顔
に
あ
て
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
顔
色
が
明
る
く
な

っ
た
り
く
す
ん
で
し
ま
っ
た

り
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
似
合

う
色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
盛
り

あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン

チ
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
分

散
会
で
す
。
職
場
の
悩
み
や

組
合
活
動
に
つ
い
て
、
管
内

で
大
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
や

断
水
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
、
各
自
治
体
の
防
災

体
制
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
似
合
う

色
が
わ
か
っ

て
、
服
を
選

ぶ
と
き
の
参

考

に

な

る

し
、
選
ん
だ

も
の
を
自
信

を
持
っ
て
着

ら
れ
る
」「
普

段
同
じ
職
場

で
は
で
き
な

い

話

が

で

き
、
た
め
に

な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が

あ

り

ま

し

た
。（
石
狩
地

方
本
部
・
女

性
部
長
・
吉
田
晴
香
）

色
の
チ
カ
ラ
で
好
感
度
ア
ッ
プ
！

い
た
こ
と
と
言
え
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
自
民
党
は
国
の
責

任
を
減
ら
し
、
自
治
体
な
ど

に
責
任
を
移
す
「
小
さ
な
政

府
」
を
め
ざ
し
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

昨
年
の
８
月
に
公
表
さ
れ

た
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
報
告
書
の
基
本
方
針
に

も
「
自
助
と
共
助
を
中
心
と

し
、
不
足
す
る
場
合
に
公
助

を
行
う
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、自
民
党
に
政

権
を
委
ね
た
こ
と
と
公
助
の

縮
小
は
同
じ
意
味
な
の
で
す
。

　

安
倍
政
権
の
国
民
の
知
る

権
利
に
対
す
る
横
暴
や
戦
争

　

６
月
に
医
療
・
介
護
推
進

一
括
法
案
が
可
決
さ
れ
、
現

在
、
医
療
と
介
護
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
制
度
改
革
が
審
議

さ
れ
、
医
療
の
あ
り
方
や
医

療
・
介
護
専
門
職
の
業
務
の

あ
り
方
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
リ
ー

ズ
で
は
、「
社
会
保
障
制
度
改

革
が
示
す
未
来
と
問
題
点
」

に
つ
い
て
、
解
説
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
険
か
ら
事
業
へ
の
課
題

や
費
用
負
担
の
増
加
な
ど
、

改
革
の
方
向
性
に
疑
問
を
持

つ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
想
定
さ
れ
て

が
で
き
る
国
づ
く
り
な
ど
、

平
和
憲
法
の
理
念
を
無
視
し

た
政
策
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
憲
法
25
条
に
記
さ
れ
た

「
国
民
の
生
存
権
」
に
対
し

て
は
、
国
の
責
任
放
棄
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
知
る
権
利
と
生
存

権
を
奪
う
こ
と
の
ど
こ
が

「
美
し
い
国
づ
く
り
」
な
の

で
し
ょ
う
か
？

高
橋
望
（
本
部
・
札
幌
交

通
）。
常
任
幹
事
・
石
黒
勉

（
札
幌
交
通
）、
角
田
晃
教

（
函
館
交
通
）、
工
藤
耕
三

（
函
館
交
通
）
小
野
寺
淳

（
青
森
交
通
）、馬
場
透
（
八

戸
交
通
）、松
橋
幸
喜
（
八
戸

交
通
）、大
場
政
信
（
仙
台
交

通
）

交
通
職
場
の
組
織
拡
大
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し

た
。

【
役
員
体
制
】

議
長
・
鈴
木
利
春
（
仙
台
交

通
）。
副
議
長
・
田
村
雅
志

（
札
幌
交
通
）、
千
葉
敏
彦

（
青
森
交
通
）。事
務
局
長
・

だ
交
通
政
策
研
究
集
会
、
バ

ス
・
地
下
鉄
・
路
面
電
車
の

業
種
別
部
会
の
開
催
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
都

市
交
評
が
４
月
と
10
月
に
実

施
し
た
、「
安
全
・
安
心
・
信

頼
の
一
声
運
動
」
で
は
、
各

単
組
が
バ
ス
停
や
電
停
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

議
案
で
は
、
２
０
１
５
年

度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国

か
ら
の
公
営
バ
ス
事
業
廃
止

圧
力
が
強
ま
る
な
か
で
、
都

市
交
評
を
通
じ
た
国
交
省
・

総
務
省
対
策
の
強
化
や
、
交

通
政
策
基
本
法
制
定
に
よ

る
、
交
通
政
策
要
求
の
実
現

に
む
け
た
活
動
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
産
別
統
合
に
よ

り
、
自
治
体
が
関
わ
る
地
域

公
共
交
通
の
課
題
や
、
公
共

公
営
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
依

然
と
し
て
困
難
な
状
況
だ

が
、
公
営
交
通
を
守
る
た
め

全
力
で
取
り
組
む
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
総
合

都
市
交
通
局
か
ら
国
眼
・
公

共
交
通
組
織
局
長
な
ど
、
多

く
の
来
賓
か
ら
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
昨
年
の

組
織
統
合
以
降
、
本
部
都
市

交
評
に
お
け
る
活
動
や
、
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会
が
取
り
組
ん

け
た
取
り
組
み
を
協
議
し
た
。

　

は
じ
め
に
鈴
木
議
長
（
仙

台
交
通
）
が
、「
自
治
労
と
の

統
合
後
、
各
単
組
は
新
た
な

産
別
の
な
か
で
奮
闘
し
て
い

る
。
過
去
10
年
間
で
多
く
の

ら
、
公
営
交
通
職
場
の
５
単

組
（
札
幌
・
函
館
・
青
森
・

八
戸
・
仙
台
）37
人
の
組
合
員

が
参
加
し
た
。
総
会
で
は
、
地

域
公
共
交
通
の
課
題
や
、
公

営
交
通
の
維
持
・
発
展
に
む

リ
ソ
ル
函
館
で
、
第
２
回
定

期
総
会
を
開
き
、
北
海
道
、

青
森
、
宮
城
の
各
県
本
部
か

　

自
治
労
総
合
都
市
交
通
局

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
は
10
月
９
日
、
ホ
テ
ル

４月の「一声運動」で清掃活動をする札幌交通労組（上）・函
館交通労組（下）

総会には、各県本部から37人が参加した＝10月9日、ホテルリソル函館

都
市
交
評
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
定
期
総
会

交
通
政
策
要
求
の
実
現

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
固
定
価
格

買
取
制
度
は
１
９
８
９
年
に
導
入
。
こ
れ

は
ド
イ
ツ
よ
り
も
２
年
早
い
。
日
本
と
同

じ
く
化
石
燃
料
資
源
の
少
な
い
国
だ
が
、

原
発
は
導
入
し
て
お
ら
ず
、
化
石
燃
料
の

輸
入
量
が
多
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
貿

易
収
支
は
赤
字
だ
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
間
の
粘
り
強
い
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
今
年
第
14
半
期
に
は
、
国

内
消
費
電
力
の
約
７
割
を
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
っ
た
と
い
う
。
近
年
は
化

石
燃
料
の
輸
入
量
が
減
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
貿
易
収
支
が
黒
字
に
転
じ
つ
つ
あ

る
ら
し
い
。

　

さ
ら
に
今
年
初
め

に
は
、
ス
ペ
イ
ン
な

ど
に
電
力
の
輸
出
も
し
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
優
れ
た
取
り
組
み
だ
。
や
れ
ば
で

き
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

�

（
10
月
13
日
、
リ
ス
ボ
ン
に
て
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

⑫

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
11
月
５
日

（
水
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

シ
リ
ー
ズ

①

「
社
会
保
障
制
度
改
革
の
行
方
」

社
会
保
障
制
度
改
革
は

�

生
存
権
の
侵
害

（
居
橋
真

人
・
臨
時

執

行

委

員
）


